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　同じく中世IV期の福島県長沼町南古館〔市川1988〕は，15世紀前半を中心とする平地居館である。
約290点の遺物が出土しているが，かわらけが約35％を占め，瀬戸・美濃が約30％，中国陶磁器が
約15％，姿器系陶器が約15％である。ほかに瓦質土器や漆器などがある。中世IV期の食器組成を見
ると，「かわらけ」の比率は減少しているものの依然として高く，「灯明皿」として使用されている
ものが少いことから，「晴」の饗宴儀礼に使用されたことが想定される。ほかに食器としては，100
点前後の瀬戸・美濃や青磁・白磁・染付の椀・皿とともに，南古館などで少量出土している漆器・
木器も，視野に入れておく必要がある。
　中世V期の調査例は多いのではあるが，組成を資料化した事例が少く，ここでは福島県川俣町河
股城跡と長沼町長沼城跡を挙げた。河股城跡nb区〔高橋ほか1993・94〕では約5，900m2の調査で
約111点の遺物が出土し，山城の谷戸に屋敷割りされて，職人集団が居住していたことが明らかと
されている。漆器が約55％を占め，中国・朝鮮陶磁器が約10％強，瀬戸・美濃が約10％，かわらけ
は5％未満である。長沼城跡東城下〔市川1990〕は調査途中で保存になった遺跡であり，資料的に
問題はあるが，参考までに組成を見ると，染付の椀・皿が圧倒的で，瀬戸・美濃の椀・皿がそれに
次ぎ，かわらけも少量見られる〔西山1994〕。以上の少ない事例ではあるが，中世V期の食器組成
を見ると，漆器の極端な比率の高さや，国産陶器を凌駕する中国・朝鮮陶磁器の比率の高さが指摘
できる。また，かわらけの比率が極端に減少し，「晴の器」としての性格が失われ，「灯明皿」とし
て使われている。いずれも煮炊具である鉄鍋の出土があり，中世IV期は鉄鍋の出土が良く見られる
時期でもある。遺跡の性格や調査地点の性格を考慮しなければならないが，大まかな傾向性として
は指摘できる。
　陸奥南部を中心に，食器組成の変遷を概観したが，資料的な制約が多く，不十分の感は否めない
が，食器組成の特質をまとめておきたい。現象面から言えば，中世H期は「かわらけ＋白磁の時
代」，中世IV期は「かわらけ＋古瀬戸の時代」，中世V期は「漆器・染付・朝鮮陶器の時代」とする
ことができる。おそらく中世1期は岩手県平泉町中尊寺金剛院下層〔及川1994〕をみると「（ロク
ロ）かわらけの時代」となり，中世皿期は大楯遺跡を参考にすると，「かわらけ＋青磁の時代」と
いうことになるであろう。しかし，こうした現象面の向こう側には常に，遺存しにくい漆器・木器・
金属製品があることを，無視する訳にはいかない。こうした現象面から言えば，中世V期に顕現化
する「かわらけ」の性格の変化や，漆器・鉄鍋の顕在化を画期とみる。しかし，こうした食器組成
に顕在化してくる現象の端緒は，中世W期にあったことは，既に指摘したところである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（働福島県文化センター，国立歴史民俗博物館共同研究協力者）
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